
４．道民への情報発信

知事記者会見(定例)

■ 第Ⅰ期 計６８回

■ 第Ⅱ期 計４１回

■ 第Ⅲ期 計４８回

・ デジタルサイネージの活用

・ 同時手話通訳

・ 動画投稿サイト「ＹｏｕＴｕｂｅ」上でのライブ配信

・ 会見後、話題パート、質疑パートに分割した動画も配信 (令和4年度～)

・ 必要に応じてぶら下がり記者会見を実施し、機動的に情報発信

※ 道民への情報発信に当たっては、データを活用しながら、わかりやすく伝達

＜記者会見の様子＞

＜データを活用した記者会見スライド例＞

知事から情報提供
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■ SNSを活用した情報発信

SNS(Twitter、Facebook、YouTube)

・Twitter （フォロワー 約11.3万人） 第Ⅰ期 1,360回

第Ⅱ期 796回

第Ⅲ期 739回

・Facebook （フォロワー 約1.9万人） 第Ⅰ期 515回

第Ⅱ期 508回

第Ⅲ期 585回

・YouTube （フォロワー 約2.5万人） 第Ⅰ期 51回

第Ⅱ期 62回

第Ⅲ期 30回

■ 道の公式Twitterを活用した啓発

・ 年末年始の帰省や旅行での感染対策等を呼びかける動画を配信(R4.12月～R5.１月)

・ 冬のイベント参加者に感染対策を呼びかける動画を配信 (R5.2月)

■ web広告を活用した啓発（道の公式Twitterと同時配信）

・ 年末年始の感染防止行動の呼びかけを配信（R4.12月～R5.1月）

・ 成人式参加者に向けた感染防止行動の呼びかけを配信（R5.１月）

・ マスク着用の見直しについての動画を配信（R5.３月）

＜年末年始の呼びかけ動画＞

＜成人式参加者に向けた呼びかけ＞
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道ホームページ

■ 「新北海道スタイル」等のホームページで関連データなどを発信
・ 新規感染者数などを更新（毎日）

・ 「新北海道スタイル」の取組事例を紹介

・ 第三者認証制度の認証店の利用促進に向けた情報の発信：第三者認証制度のホームページ

新北海道スタイルのホームページ

■ コロナに関する情報や感染状況等を発信
・ 感染状況の公表（毎日）

・ 道民の方々への要請内容、対策本部会議の開催状況

・ 普及啓発資料(啓発ポスター、感染体験アニメなど)

・ コロナの情報をまとめた「サポートサイト」

・ コロナの質問に対応するため「チャットボット」を活用

・ ワクチンの接種状況やワクチンの情報

・ 集団感染の事例や感染された方の体験談

・ 振興局ごとの注意喚起状況や共同メッセージ

・ ブレークスルー感染事例 など

※ 道の新型コロナウイルス感染症に関するホーム

ページへのアクセス数

第Ⅰ期：約 1,158万件

第Ⅱ期：約 798万件

第Ⅲ期：約 965万件

困ったときは
こちらから

検査を受けたい

陽性になった

濃厚接触者について

旅行中に感染した

＜アニメによる感染体験談＞

＜サポートサイト＞

＜チャットボット＞
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広報紙「ほっかいどう」 道内約250万部発行

■ 第Ⅰ期

令和２年6月号（R2.5.20発行）：特集「いまできること」や道の緊急対策等を掲載

令和２年11月号（R2.10.7発行）：特集「ウィズコロナのいまとこれから」を掲載

令和３年１月号(R2.12.19発行）：特集「冬の備え 北海道のコロナ対策」を掲載

令和３年３月号（R3.2.22発行）：特集「コロナと向き合いながら北海道を元気に」を掲載

■ 第Ⅱ期

令和３年6月号（R3.5.19発行）：特集「コロナを乗り越え、北海道の未来を創る」を掲載

令和３年８月号（R3.7.14発行）：ワクチン接種、休業・時短等協力支援金の情報等を掲載

令和３年11月号(R3.10.20発行）：ワクチン接種のメリット・デメリット、ワクチン差別防止の情報等を掲載

令和４年１月号（R3.12.17発行）：年末年始の感染防止行動、後遺症への理解の呼びかけ等を掲載

■ 第Ⅲ期

令和４年３月号（R4.2.23発行）：自身や知人が感染した時の対応、ワクチン交互接種の呼びかけを掲載

令和４年６月号（R4.5.25発行）：ワクチン3回目接種、新北海道スタイルアイデアコンテストの情報を掲載

令和４年８月号(R4.7.20発行）：療養解除日カレンダーの利用案内、ワクチン追加接種の情報を掲載

令和４年11月号（R4.10.19発行）：北海道陽性者健康サポートセンターやワクチン小児接種の情報を掲載

令和５年１月号（R4.12.15発行）：基本的な感染防止行動の再徹底、発熱への備え等の情報を掲載

令和５年３月号（R5.2.16発行）：基本的な感染防止行動の徹底、セルフケアのポイント等を掲載
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道政広報番組「知るほど！なるほど！北海道」

■ 第Ⅰ期

令和２年10月10日：感染防止策とコロナを踏まえた経済活動等について情報発信

令和２年12月19日：感染リスクの高まる場面や冬の換気等について情報発信

令和３年２月20日：生活環境が変わる季節における感染対策、テレワークの取組等について情報発信

■ 第Ⅱ期

令和３年７月17日：ワクチン接種、感染者への誹謗中傷防止の呼びかけ等について情報発信

令和３年10月23日：ワクチン接種のメリット・デメリット、ワクチン差別防止等について情報発信

令和３年12月18日：年末年始の感染防止行動、ワクチン３回目接種について情報発信

■ 第Ⅲ期

令和４年２月26日：まん延防止等重点措置に伴う感染防止行動の徹底を呼びかける知事メッセージを放映

令和４年５月28日：ワクチン3回目接種の呼びかけ、新北海道スタイルアイデアコンテストについて情報発信

令和４年７月30日：基本的感染防止行動の実践、ワクチン接種を呼びかける知事メッセージを放映

令和４年10月22日：北海道陽性者登録センター及び北海道陽性者健康サポートセンター等について情報発信

令和４年12月17日：コロナとインフルエンザの同時流行に備えた対応等について情報発信

139



新聞、フリーペーパー広告掲載

■ 第Ⅰ期

令和２年５月：札幌との不要不急の往来自粛要請（道新・朝日・毎日・読売・日経 ※以下、主要５紙と記載）

令和２年10月：インフルエンザワクチン優先接種への協力を呼びかけ（道新・朝日・毎日・読売）

令和２年11月：発熱患者の外来受診方法の周知（R2.12.26まで毎週土曜掲載）（主要５紙）

不要不急の外出・往来自粛の呼びかけ（主要５紙ほか地方紙12紙）

令和２年12月：冬の感染対策及び北海道コロナ通知システムの周知（主要５紙ほか地方紙12紙）

「みなさんの赤れんが」にて感染防止対策等を周知（道新・朝日・毎日・読売）

■ 第Ⅱ期

令和３年４月から偶数月の最終木曜： 「北海道ビジネスページ」にて新型コロナウイルス感染症に関する情報掲載（日経）

令和３年５月：緊急事態宣言発令中の外出自粛の呼びかけ、ワクチン接種情報（道新・朝日・毎日・読売）

緊急事態宣言発令中の外出自粛の呼びかけ（主要５紙ほか地方新聞協会加盟11紙）

令和３年５月から毎月第２日曜：「みなさんの赤れんが」にて新型コロナウイルス感染症に関する情報掲載（道新・朝日・毎日・読売）

令和３年７月～８月：感染防止行動の徹底、ワクチン接種検討の呼びかけ（地方新聞協会加盟11紙）

■ 第Ⅲ期

毎月第２日曜（４月除く）：「みなさんの赤れんが」にて新型コロナウイルス感染症に関する情報掲載（道新・朝日・毎日・読売）

偶数月の最終木曜：「北海道ビジネスページ」にて新型コロナウイルス感染症に関する情報掲載（日経）

令和４年12月：年末年始における道民の皆様へのお願い（道新・朝日・毎日・読売）

令和５年１月：年末年始における道民の皆様へのお願い（各地方新聞）

冬の感染拡大防止に向けた道民の皆様へのお願い（フリーペーパー「おしゃべりBOX neo」）
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令和2年4月28日～5月6日 外出自粛要請（民放５局・計約600回放送）

令和2年10月6日～10月20日 インフルエンザワクチン優先接種の協力呼びかけ

（民放４局・計４回、民放２ラジオ局・計20回放送）

令和2年11月9日～12月31日 発熱患者の外来受診方法の周知（民放４ラジオ局・計128回放送）

令和2年12月11日～令和3年1月16日 冬の感染対策及び北海道コロナ通知システムの周知

（民放５局・計371回放送）

令和3年5月21日～5月22日 緊急事態宣言発令に伴う知事メッセージ（民放４ラジオ局・計22回放送）

TV・ラジオコマーシャル

メールマガジンなど

■毎週木曜発信～ メールマガジン「Do・Ryoku」
・ 感染防止対策やワクチン接種、各種支援等の総合情報を発信

■不定期発信～ ブログ「超！！旬ほっかいどう」
・ 道からの要請内容を情報発信(期間内９回発信)

■不定期発信 メールマガジン「NHSニュース」(新北海道スタイル推進協議会)
・ 感染防止対策への協力呼びかけや取組事例紹介など、会員へ発信(計５8回配信)

ピクトグラム（啓発素材）の作成

令和2年5月14日 道民向け23種類、事業者向け７種類を公開

令和2年10月16日 差別・偏見防止２種類を追加

令和2年12月18日 冬バージョン（道民向け21種類、事業者向け１種類）を追加
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民間企業との連携

■街頭大型ビジョン（札幌市内５～７箇所）やケーブルテレビでの知事メッセージ動画等の放送

■デジタルサイネージや店内放送による呼びかけやレシートを活用した感染防止対策の呼びかけ

■自動販売機の電光掲示板を活用した感染防止対策への呼びかけ

■店内でのポスター、チラシの掲示・設置 など

■道からの要請内容をお知らせするためのホームページ用バナーを道内事業者へ掲載を依頼

■道内プロスポーツチームと連携し、スポーツイベントで偏見や差別をなくすよう呼びかけるチラシを配布

■北海道コンサドーレ札幌の協力による差別・偏見をなくすよう呼びかける動画メッセージをYouTubeで配信

■北海道に縁のある著名人の音声による啓発メッセージを作成し、集客施設等で呼びかけを実施

■ヤフーやドミンゴのサイトを活用した情報発信

■道と包括連携協定を結ぶ企業やほっかいどう応援団会議参加企業を通じた感染拡大防止に向けた呼びかけ

■駅、空港、フェリーターミナルでの感染防止を呼びかける館内放送の実施 など

＜街頭大型ビジョンの活用＞

＜自動販売機の活用＞
＜新千歳空港サイネージ＞
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普及啓発の主な取組（第Ⅰ期）

■新型コロナウイルスに関する情報や相談窓口の周知

・令和2年2月～ 道ホームページに「新型コロナウイルス感染症に関する情報」を公開（多言語での公開）

・令和2年4月 新型コロナウイルスに関する新聞折り込みチラシを発行（主要５紙、各地方紙計１５７万部）

・令和2年11月 発熱患者の事前相談ポスターを市町村等へ配布（約16,000枚）

■感染防止に関する注意喚起

・令和2年4月～5月 TVコマーシャルによる外出自粛の呼びかけ

・令和2年4月～ 信号機横や道路等の電光表示板で外出自粛メッセージを発信

（北海道警察、北海道開発局との連携）

・令和2年5月 ピクトグラム（啓発資材）を公開（道民向け23種類、事業者向け７種類）

・令和2年5月 新聞広告による札幌との不要不急の往来自粛の呼びかけ

・令和2年10月 すすきの地区で注意喚起のチラシ配布

・令和2年10月 普及啓発資料を市町村、公共施設等へ配布（約10万枚）

・令和2年11月 集中対策期間啓発ポスターを作成し、駅・空港等へ配布（19箇所）

・令和2年12月 ピクトグラム・冬バージョン（道民向け21種類、事業者向け１種類）を追加

・令和2年12月 「新しいお酒のマナー」チラシを成人式向けに配布（約18,000枚）

■差別・偏見に関する啓発

・令和2年10月 ピクトグラム・差別・偏見防止用２種類を追加

・令和2年11月 差別・偏見防止ポスターを作成し、道内小中学校等へ配布（約16,000枚）

■インフルエンザワクチン優先接種への協力の呼びかけ

・令和2年10月 新聞広告、TV・ラジオコマーシャルで協力を呼びかけ 143



普及啓発の主な取組（第Ⅱ期）
■感染防止に関する注意喚起

・道の対策に併せて啓発ポスターを作成し、駅・空港・応援団企業等へ配布

【飲食の場面に関する啓発】

・令和3年3月～4月 飲食の場面での注意を呼びかける動画をSNSで発信

・令和3年3月～ 「黙食」や飲食の場面で注意を呼びかける啓発資材・ポスターをホームページに掲載

・令和３年７月～９月 若年層などに向けた飲食の場面での注意を呼びかける動画をSNSで発信

【新成人へ向けた啓発】

・令和３年5月、８月、12月 成人式の参加者に感染防止啓発チラシを配布

【年度末・年度始めに向けた啓発】

・令和３年３月～４月 啓発チラシを各市町村転入手続き窓口や大学等にて配布

・令和３年４月 コロナ感染防止啓発パネル展を開催

【道外の方に向けた啓発】

・令和3年7月～８月 羽田空港ビルディング株式会社の協力による羽田空港ビルの館内放送で啓発を実施

・令和３年７月 羽田空港において知事が空港利用者のPCR検査の受検を啓発

・令和３年７月～９月 北海道に関心のある首都圏在住の方へ感染防止対策の徹底についてSNSで発信

・令和３年７月～９月 道外の方に向けた知事メッセージ動画の配信

■差別・偏見に関する啓発

・令和３年６月 北海道コンサドーレ札幌の協力による動画メッセージをYouTubeで配信

・令和3年9月 道の新型コロナ人権相談窓口に寄せられた相談事例をホームページに掲載

・令和3年9月 差別・偏見防止チラシを市町村等へ配布

■ワクチン接種に関する啓発

・令和3年10月 ワクチン接種啓発チラシの学校等への配布、コンビニ等への配架

・令和３年１０月～１１月 Yahoo!Japan（スマホ版）ブランドパネルにバナー広告を掲載 144



普及啓発の主な取組（第Ⅲ期）
■感染防止に関する注意喚起

・道の対策に併せて啓発ポスターを作成し、駅・空港・応援団企業等へ配布

・令和４年１０月 知事の感染体験談をSNSで発信

【新成人・若者へ向けた啓発】

・令和４年２月 若者向けに基本的な感染防止行動の徹底を呼びかけるターゲティング広告実施

・令和5年1月 成人式の参加者に向けた感染防止行動の呼びかけをｗeb広告で配信

【道外の方に向けた啓発】

・令和４年５月、８月 北海道に関心のある首都圏在住の方へ感染防止対策の徹底についてSNSで発信

・令和４年５月 道外の方に向けた知事メッセージ動画の配信

・令和４年８月 首都圏のどさんこプラザにおける知事メッセージ動画の配信

■差別・偏見に関する啓発

・令和４年２月 道の新型コロナ人権相談窓口に寄せられた相談事例をホームページに掲載

・令和４年２月 差別・偏見防止チラシを市町村等へ配布

・令和４年３月 差別・偏見の防止を訴えるバナー広告の掲出

■ワクチン接種に関する啓発

・令和４年４月、５月、12月 映画館において知事メッセージ動画の上映

・令和４年５月～６月 札幌市と共同で地下鉄全線全車両への中刷り広告

・令和４年７月 大学生と専門家とのワクチン接種座談会の開催

・令和４年８月～12月 地下鉄車内へのポスター掲示、JR車内・駅構内へのポスター掲示

・令和４年11月 小児・乳幼児のワクチン接種座談会の開催

■マスク着用の見直しに関する啓発

・令和５年３月 SNSや街頭ビジョン等での啓発のほか、リーフレット・チラシ等の市町村等への配布

・令和５年３月 卒業式や学校教育活動におけるリーフレットを作成し、児童生徒、保護者に配布 145



各地域における主な啓発

■ 地域FM番組を通じた呼びかけ（上川）

■ 啓発用リーフレットの作成、配布（渡島、留萌）

■ 若者向けリーフレットによる大学での啓発（空知）

■ 若い世代に向けた新聞広告の実施（渡島）

■ ワクチン接種広報ポスターを管内の大規模商業施設や大学等で掲示（胆振）

■ 庁舎内のデジタルサイネージでの啓発（上川）

■ コミュニティFMや各駅、公共施設のデジタルサイネージ等による啓発(空知)

■ 自宅療養に備えた情報をまとめたリーフレットを作成し配布(渡島)

■ 年末年始における感染防止行動の徹底を呼びかけるメッセージを発出（石狩）

■ コロナとインフルエンザの同時流行への注意喚起（宗谷）

■ 振興局管内市町村との連携

・共同メッセージの発信（根室、オホーツク）

・振興局、役場職員によるリレーメッセージ動画の制作（石狩）

・第三者認証の取得促進に向けた連携（空知）

・防災無線等による注意喚起（根室）

・役場内の集団感染時対応事例集の共同作成（日高）

・夏祭りにおける感染予防対策の周知（日高） など
＜市町村長と連名メッセージ【ｵﾎｰﾂｸ】＞

＜ワクチンポスターの掲示【胆振】＞
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５．検査体制の状況

地域外来・検査センターの設置

設 置 時 期 設 置 場 所

令和２年 ５月～ 札幌市① ※１ 、苫小牧市※２ 、函館市※４

令和２年 ６月～ 江別市※２

令和２年 ７月～ 千歳市※２ 、札幌市② ※１

令和２年 ８月～ 北見市※１

令和２年 ９月～ 北広島市※２ 、室蘭市※２

令和２年１０月～ 帯広市※２、石狩市※４

令和２年１１月～ 旭川市※４、恵庭市※２ 、小樽市① ※１ 、札幌市③ ※１、釧路市※３

令和２年１２月～ 美幌町※２ 、小樽市② ※１

令和5年5月7日までに

全センター終了

令和３年 ６月～ 札幌市④ ※１

注） ○付き数字は同一市内での設置か所目を示している。

※１ R5.3.30以前に廃止（7箇所）
※２ R5.3.31で廃止（８箇所）
※３ R5.4.30で廃止（１箇所）
※４ R5.5.7で廃止 （３箇所）
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R5.3.31現在

ＰＣＲ検査等可能数

(単位：件)

※岩見沢、倶知安、室蘭、苫小牧、渡島、上川、稚内、北見、帯広、釧路

検 査 機 関

1日当たりの検査可能検体数

R2

10/31

R3 R4 R5

3/314/30 10/31 4/30 10/31

衛生

研究所

・

保健所

道立衛生研究所 340 440 440 480 480 480

道立保健所(10カ所)※ 400 800 800 1,000 1,000 1,000

札幌市衛生研究所 120 120 120 120 120 120

旭川市保健所 30 30 150 300 150 150

函館市衛生試験所 40 100 170 170 170 170

小樽市保健所 20 100 250 270 270 270

小 計 850 1,590 1,930 2,340 2,190 2,190

医 療 機 関 430 2,020 5,920 6,141 6,754 6,754

民間検査機関等 1,270 3,350 6,830 8,178 8,178 8,178

合 計 2,550 6,960 14,680 16,559 17,122 17,122
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指 定 時 期 指定診療･検査医療機関数

令和2年10月31日現在 626か所

令和3年 3月31日現在 844か所

令和3年10月31日現在 933か所

令和4年 4月30日現在 1,021か所

令和4年10月31日現在 1,116か所

令和5年 3月31日現在 1,171か所

令和5年 6月 7日現在 1,388か所

発熱者等診療・検査医療機関

＜発熱患者等の診療・検査が可能な医療機関の指定＞

＜二次医療圏別の医療機関数内訳(令和5年6月7日現在)＞

南渡島 南檜山 北渡島檜山 札幌 後志 南空知 中空知

130 7 8 601 91 45 14

北空知 西胆振 東胆振 日高 上川中部 上川北部 富良野

7 42 40 17 112 18 10

留萌 宗谷 北網 遠紋 十勝 釧路 根室

15 14 52 21 79 55 10

(単位：か所)
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道南 道央 道北 オホーツク 十勝 釧路･根室 計

66 450 110 31 59 58 774

無 料 検 査 事 業

＜登録事業所数(三次医療圏別：令和5年5月7日現在)＞ (単位：か所)

＜検査件数(三次医療圏別：令和3年12月28日から令和5年5月7日の累計)＞

道南 道央 道北 オホーツク 十勝 釧路･根室 計

166,897 590,079 117,209 16,059 38,246 18,247 946,737

(単位：件数)

＜感染に不安を感じる無症状の方などを対象とした検査＞

時 点 登録事業所数

令和3年12月28日(事業開始)時点 10か所

令和4年3月31日現在 619か所

令和5年3月31日現在 784か所

令和5年5月7日現在 774か所
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（参考）
最大確保
病床数

1,767
(182)

1,811
(182)

1,811
(182)

1,811
(182)

1,811
(182)

1,811
(182)

1,827
(161)

1,863
(161)

三 次
医療圏

即応病床数(うち重症者用)
フェーズ

R2年
8/1～ 10/1～ 11/1～ 11/9～ 11/12～ 12/1～

R3年
2/1～ 3/1～

道 南
60
(6)

60
(6)

60
(6)

60
(6)

60
(6)

93
(11)

105
(11)

106
(11)

① 8/1～ ②12/1～

道 央
360
(58)

358
(55)

367
(55)

541
(69)

541
(69)

677
(64)

705
(69)

684
(55)

① 8/1～ ②11/9～
③12/1～ ② 3/1～

道 北
65

(20)
61

(19)
77

(20)
172
(26)

172
(26)

207
(22)

207
(22)

207
(22)

① 8/1～ ②11/9～

オホーツク
33
(3)

33
(3)

33
(3)

33
(3)

33
(3)

58
(3)

75
(3)

48
(3)

① 8/1～ ②12/1～
① 3/1～

十 勝
58
(4)

58
(4)

58
(4)

58
(4)

105
(12)

118
(8)

120
(8)

120
(4)

① 8/1～ ②12/1～
① 3/1～

釧路･根室
52
(6)

52
(6)

52
(6)

52
(6)

52
(6)

73
(6)

79
(6)

80
(6)

① 8/1～ ②12/1～

全道合計
628
(97)

622
(93)

647
(94)

916
(114)

963 
(122)

1,226
(114)

1,291
(119)

1,245
(101)

６．医療提供体制の状況
入 院

フェーズ1 フェーズ2 フェーズ3

(単位：床)
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三 次
医療圏

即応病床数(うち重症者用)

フェーズ
R3年
4/1～ 4/28～ 5/6～ 5/10～ 6/1～ 6/16～ 7/12～ 8/18～

道 南
106 
(11)

106
(11)

106
(11)

179
(29)

187
(30)

187
(30)

124
(14)

193
(30)

②4/1～ ③5/10～
②7/12 ③8/18～

道 央
722
(68)

722
(68)

850
(80)

850
(80)

1,039
(73)

1,146
(79)

976
(72)

1,050
(75)

③4/1～

道 北
200
(22)

200
(22)

200
(22)

345
(29)

302
(18)

302
(18)

188
(12)

302
(18)

②4/1～ ③5/10～
②7/12～ ③8/18～

オホーツク
48
(3)

58
(3)

58
(3)

114
(3)

126
(3)

126
(3)

118
(3)

118
(3)

①4/1～ ②4/28～
③5/10～

十 勝
120
(4)

120
(4)

120
(4)

125
(11)

125
(11)

125
(11)

124
(10)

129
(11)

①4/1～ ③5/10～
②7/12～ ③8/18～

釧路･根室
86
(6)

86
(6)

86
(6)

196
(10)

202
(10)

202
(10)

92
(10)

202
(6)

②4/1～ ③5/10～
②7/12 ③8/18～

全道合計
1,282
(114)

1,292
(114)

1,420
(126)

1,809
(162)

1,981
(145)

2,088
(151)

1,622
(121)

1,994
(143)

(単位：床)

フェーズ1 フェーズ2 フェーズ3

（参考）
最大確保
病床数

1,826
(162)

1,809
(162)

1,809
(162)

1,809
(162)

1,981
(145)

2,088
(151)

1,995
(148)

1,994
(143)
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三 次
医療圏

即応病床数(うち重症者用)

フェーズ
R3年

10/1～ 10/18～ 12/1～
R4年

1/11～ 1/18～ 2/21～ 3/14～ 3/22～

道 南
123
(14)

88
(12)

92
(12)

96
(12)

122
(14)

126
(14)

133
(14)

133
(14)

②10/ 1～ ①10/18～
② 1/18～

道 央
894
(56)

697
(43)

735
(46)

754
(46)

887
(55)

1,018
(63)

1,022
(63)

958
(55)

②10/ 1～ ①10/18～
② 1/18～ ③ 2/21～
② 3/22～

道 北
253
(14)

107
(12)

174
(14)

174
(14)

233
(14)

233
(14)

233
(14)

235
(14)

②10/ 1～ ①10/18～
② 1/18～

オホーツク
78
(3)

48
(3)

36
(3)

36
(3)

54
(3)

54
(3)

54
(3)

55
(3)

②10/ 1～ ①10/18～
② 1/18～

十 勝
130
(10)

130
(6)

130
(6)

145
(6)

145
(10)

145
(10)

157
(10)

157
(10)

②10/ 1～ ①10/18～
② 1/18～

釧路･根室
106
(6)

44
(6)

44
(6)

50
(6)

106
(6)

113
(6)

113
(6)

115
(6)

②10/ 1～ ①10/18～
② 1/18～

全道合計
1,584
(103)

1,114
(82)

1,211
(87)

1,255
(87)

1,547
(102)

1,689
(110)

1,712
(110)

1,653
(102)

(単位：床)

フェーズ1 フェーズ2 フェーズ3

（参考）
最大確保
病床数

2,001
(137)

2,000
(137)

2,028
(134)

2,065
(134)

2,065
(134)

2,075
(134)

2,091
(134)

2,133
(134)
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三 次
医療圏

即応病床数(うち重症者用)

フェーズ
R4年

4/22～ 6/8～ 7/1～ 8/1～ 8/12～ 8/19～ 10/1～ 10/17～

道 南
138
(14)

151
(14)

119
(12)

163
(14)

163
(14)

233
(30)

156
(6)

144
(12)

②4/22～ ① 7/ 1～
②8/ 1～ ③ 8/19～
②10/1～ ①10/17～

道 央
976
(59)

1,017
(59)

870
(47)

1,019
(56)

1,228
(69)

1,228
(69)

1,046
(56)

919
(47)

②4/22～ ① 7/ 1～
②8/ 1～ ③ 8/12～
②10/1～ ①10/17～

道 北
236
(14)

241
(14)

195
(14)

241
(14)

241
(14)

311
(17)

276
(14)

236
(14)

②4/22～ ① 7/ 1～
②8/ 1～ ③ 8/19～
②10/1～ ①10/17～

オホーツク
55
(3)

60
(5)

42
(5)

52
(5)

52
(5)

124
(5)

53
(5)

44
(5)

②4/22～ ① 7/ 1～
②8/ 1～ ③ 8/19～
②10/1～ ①10/17～

十 勝
157
(10)

158
(10)

159
(6)

159
(10)

166
(11)

169
(11)

165
(10)

165
(6)

②4/22～ ① 7/ 1～
②8/ 1～ ③ 8/12～
②10/1～ ①10/17～

釧路･根室
113
(6)

122
(6)

50
(6)

113
(6)

113
(6)

193
(6)

113
(6)

95
(6)

②4/22～ ① 7/ 1～
②8/ 1～ ③ 8/19～
②10/1～ ①10/17～

全道合計
1,675
(106)

1,749
(108)

1,435
(90)

1,747
(105)

1,963
(119)

2,258
(138)

1,809
(97)

1,603
(90)

(単位：床)

フェーズ1 フェーズ2 フェーズ3

（参考）
最大確保
病床数

2,147
(138)

2,212
(140)

2,228
(140)

2,248
(140)

2,253
(138)

2,258
(138)

2,297
(120)

2,306
(124)
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三 次
医療圏

即応病床数(うち重症者用)

フェーズ

11/7～ 11/14～ 12/24～
R5年
2/1～ 2/6～ 2/20～ 3/1～

道 南
150
(12)

223
(10)

254
(14)

266
(14)

211
(14)

194
(12)

194
(12)

①11/17～ ③11/14～
② 2/ 6～ ① 2/20～

道 央
1,037
(56)

1,228
(69)

1,307
(72)

1,154
(57)

1,154
(57)

1048
(48)

1,027
(48)

②11/7～ ③11/14～
② 2/1～ ① 2/20～

道 北
291
(14)

334
(15)

345
(15)

301
(14)

301
(14)

267
(14)

267
(14)

②11/7～ ③11/14～
② 2/1～ ① 2/20～

オホーツク
53
(5)

135
(5)

139
(5)

82
(5)

82
(5)

91
(5)

57
(5)

①11/7～ ③11/14～
② 2/1～ ① 3/ 1～

十 勝
165
(10)

171
(11)

179
(12)

168
(10)

168
(10)

168
(6)

168
(6)

②11/7～ ③11/14～
② 2/1～ ① 2/20～

釧路･根室
95
(6)

193
(6)

184
(6)

109
(6)

109
(6)

95
(6)

95
(6)

①11/7～ ③11/14～
② 2/1～ ① 2/20～

全道合計
1,791
(103)

2,284
(116)

2,408
(124)

2,080
(106)

2,025
(106)

1,863
(91)

1,808
(91)

(単位：床)

フェーズ1 フェーズ2 フェーズ3

（参考）
最大確保
病床数

2,312
(124)

2,284
(116)

2,408
(124)

2,429
(122)

2,429
(122)

2,426
(122)

2,410
(122)

※最大確保病床数
2,410
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宿泊療養施設

臨時医療施設

圏 域 開設期間 所 在 地
受入可能数

R5.3.31現在

1 道 央 R3.9.10～ 札 幌 市 14床

圏域
宿泊療養施設確保数（単位：室）

R2.6.1 R2.12.1 R3.4.1 R3.6.1 R3.7.1 R3.9.1 R3.11.1 R4.4.1 R4.10.1 R5.4.1

道央 930 1,270 1,270 1,500 1,760 1,475 1,605 1,275 1,275 1,145

道南 0 110 330 330 330 330 330 330 330 220

道北 0 90 90 200 200 200 200 200 200 110

十勝 0 190 190 190 190 190 190 190 190 190

オホーツク 0 55 55 55 55 55 55 100 100 100

釧路・根室 0 120 120 120 120 120 120 120 120 120

合計 930 1,835 2,055 2,395 2,655 2,370 2,500 2,215 2,215 1,885
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(人)

登録センター
登録割合
(7日間平均)

新規感染者数・
陽性者登録センター登録数

(7日間合計)

陽性者登録センター
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１.ワクチン接種状況(医療従事者等分を含む。5/8現在)

※接種率は令和4年1月1日現在住民基本台帳の人口に対する割合。なお、上記はVRSの入力値等に基づくものであり(VRS未入力の職域接種分は含まない。
また、1・2回目接種における医療従事者等は首相官邸HP公表値による)、実際の接種率より低い場合等があることに留意。

<オミクロン株対応ワクチン接種の状況>

<接種回数毎の接種の状況 ※全年代(5歳以上11歳以下の小児への接種分を含む) >

区 分

1回目 2回目 3回目 4回目 5回目

接種者数 接種率 接種者数 接種率 接種者数 接種率 接種者数 接種率 接種者数 接種率

北海道 4,358,723 84.1％ 4,299,332 82.9％ 3,699,917 71.4％ 2,687,661 51.8％ 1,449,078 28.0％

うち
65歳
以上

1,583,705 94.6％ 1,579,926 94.4％ 1,529,864 91.4％ 1,412,388 84.4％ 1,133,964 67.7％

うち
小児 56,617 21.1％ 54,757 20.4％ 27,074 10.1％ 3,601 1.3％ － －

区 分 接種者数 接種率

北 海 道 2,590,122 50.0％

うち65歳以上 1,287,797 76.9％

区 分 接種者数 接種率

全 国 56,709,130 45.0％

うち65歳以上 27,369,470 76.2％

<参考>

７．ワクチンの接種状況
新型コロナワクチン接種の取組状況等(接種率等)
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【概要】

【接種状況】

クール 期間 ワクチン 延べ日数 接種回数 年度計

第1クール 令和3年 6月19日～ 8月13日 武田／モデルナ 56 39,092

第2クール
令和3年 8月23日～10月21日 武田／モデルナ 60 40,902

令和3年 9月11日～ 9月12日 アストラゼネカ 2 182

第3クール 令和4年 2月11日～ 3月27日 武田／モデルナ 17 6,610 86,786

第4クール 令和4年 4月 9日～ 5月29日 武田／モデルナ 19 4,331

第5クール
令和4年 6月 5日～ 9月25日 武田(ノババックス) 17 2,582

令和4年 7月 2日～ 8月27日 モデルナ 10 2,193

第6クール
令和4年10月 8日～12月18日 武田(ノババックス) 15 2,028

令和4年10月29日～12月17日 ファイザー2価(BA.4/5) 10 3,568

第7クール
令和5年 1月14日～ 3月25日 ファイザー2価(BA.4/5) 18 1,740

令和5年 1月15日～ 3月26日 武田(ノババックス) 6 496 16,938

新型コロナワクチン接種の取組状況等(接種の促進)
２.ワクチン接種における道の取組状況(北海道ワクチン接種センターの接種体制)

接 種 会 場 ホテルエミシア札幌(札幌市厚別区厚別中央2条5丁目)

接 種 体 制
運営：北海道新型コロナワクチン集団接種会場運営委託業務受託コンソーシアム

協力機関：北海道医師会、札幌医科大学、北海道薬剤師会、北海道看護協会等

160



新型コロナワクチンの接種率
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新型コロナワクチンの接種率 第Ⅰ期・第Ⅱ期
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新型コロナワクチンの接種率 第Ⅲ期
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８．道民・事業者等への要請内容の変遷
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年月日 要請内容等

令和2年2月28日
● 【北海道独自】「新型コロナウイルス緊急事態宣言」（2/28～3/19）

・週末の外出を控えることを呼びかけ

令和2年4月8日

● 新型コロナウイルス感染症集中対策期間（4/8～4/16）
・手洗いと咳エチケットの徹底
・外出する際の３つの事項の確認
・集団感染の要因となる「３つの密」を避ける

令和2年4月17日

● 「北海道」における緊急事態措置（4/17～5/25）
・「手洗いの励行」と「咳エチケットの徹底」
・生活の維持に必要な場合を除き、外出自粛。札幌市と他の地域との不要不急の往来自粛
・「三つの密」（密閉・密集・密接）が重なる懸念のある集会・イベントの開催自粛
・人と人との物理的な距離（互いに手を伸ばしても届かない距離）を保つ取組【ソーシャ
ルディスタンシング】を日々の行動において浸透させていく 等

令和2年5月25日

● 感染拡大防止に向けた取組（5/25～5/31）
・不要不急の外出自粛、札幌市と他の地域との不要不急の往来自粛要請
・施設の使用停止・催物（イベント）の開催停止（自粛）の要請
・新しい生活様式の実践

※色区分

第Ⅰ期
（R2.1～R3.3頃）毒性、感染力等の特性が明らかでなかった時期から特性や感染が起きやすい状況についての知見が深まり、

地域・業種を絞った対策を講じた時期

第Ⅱ期 （R3.3頃～R4.1頃）アルファ株からデルタ株の変異株に対応した時期

第Ⅲ期 （R4.1頃～R5.5頃）オミクロン株に対応した時期
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年月日 要請内容等

令和2年5月26日

● 新北海道スタイル（5/26～R5.5/7)
・北海道全体で感染リスクを低減させ、事業継続や拡大に繋げていくための新しいライフ
スタイルやビジネススタイル

・5/26 「新北海道スタイル」キックオフミーティング開催
・6/26 新北海道スタイル推進協議会設立

令和2年6月1日

● 感染症対策に関する基本方針（6/1～7/31）
・「新北海道スタイル」実践による感染拡大の防止
・施設の休業要請は「新北海道スタイル」の準備が整い次第解除
・催物は、概ね３週間ごとに、段階的に規模用件緩和

令和2年8月1日

● 新北海道スタイル集中対策期間（8/1～9/30）
・接待を伴う飲食店へ働きかけ
・接待を伴う飲食店以外への働きかけ
・宿泊・交通事業者への働きかけ

令和2年10月28日

● 集中対策期間（10/28～R3.3/7）
・発熱や咳があるなど体調が悪い場合に外出を控える
・飲酒を伴う場面などにおける感染リスクを回避する行動の実践（特に札幌市内での徹底）
・マスクの着用など高齢者、基礎疾患を有する方等と接する場合の慎重な行動の実践
・テレワークの推進や時差出勤などの更なる活用 等

令和3年3月8日

● 感染の再拡大防止に向けて（3/8～5/8）
・感染防止行動の実践（３つの場面での行動のポイント）
・道の取組（行動変容の定着に向けた普及啓発等、感染再拡大の予兆の探知等、予兆に対す
る迅速な対応）
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年月日 要請内容等

令和3年5月9日

● 「札幌市医療非常事態宣言」を踏まえた重点措置（5/9～5/15）
・札幌市内を対象区域に指定
・飲食店、遊興施設に対し、酒類提供を行わない、時短（営業20時まで）等を要請
・大規模な集客施設に対し、時短（営業20時まで）を要請

● まん延防止等重点措置を踏まえた感染拡大防止の取組（5/9～5/15）
・札幌市を除く全道域に札幌市との不要不急の往来自粛や基本的な感染防止行動の実践を
要請

令和3年5月16日

● 北海道における緊急事態措置（5/16～6/20）
・全道に不要不急の外出を控えるよう要請
＜特定措置区域：札幌市、小樽市、旭川市、石狩振興局管内＞
・飲食店等に対し、休業（酒類提供飲食店等）・時短（営業20時まで）等を要請
・大規模な集客施設に対し、時短（営業20時まで）・土日祝日休業を要請

令和3年6月21日

● 北海道におけるまん延防止等重点措置（6/21～7/11）
＜措置区域：札幌市内＞
・飲食店等に対し、時短（酒類提供19時※営業20時まで）等を要請
※酒類提供は、人数要件、アクリル板の設置等一定の要件を満たした店舗に限る。

・大規模な集客施設に対し、時短（20時）等を要請
＜経過区域：小樽市、旭川市、石狩振興局管内＞
・飲食店等に対し、時短（酒類提供20時、営業21時まで）等を要請

令和3年7月12日

● 夏の再拡大防止特別対策（7/12～8/1）
＜対象地域：全道域＞
・基本的な感染防止対策の徹底・感染リスクを回避できない場合、札幌市との不要不急の
往来を控える

＜重点地域：札幌市＞
・感染リスクを回避できない場合、不要不急の外出や移動を控える
・飲食店等に対し、時短（酒類提供20時、営業21時まで）等を要請
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年月日 要請内容等

令和3年8月2日

● 北海道におけるまん延防止等重点措置（8/2～8/26）
＜措置区域：札幌市内＞
・不要不急の外出や移動を控える
・飲食店等は、酒類提供を行わない、営業時間は5時から20時まで
＜その他市町村＞
・札幌市との不要不急の往来を控える

令和3年8月27日

● 北海道における緊急事態措置（8/27～9/30）
＜対象地域：全道域＞
・不要不急の外出を控えるよう要請
＜特定措置区域：札幌市、小樽市、旭川市、石狩振興局管内＞
・飲食店等は、休業（酒類提供飲食店等）、酒類を提供しない飲食店の営業時間は5時から
20時まで

・大規模な集客施設に対し、時短（営業20時まで）等を要請

令和3年9月24日

● 第三者認証制度受付開始（9/24～R5.3/20）
・飲食店の感染防止対策に必要な事項の取組状況を確認し、認証
・札幌市：9/24～ 札幌市を除く石狩管内、小樽市、旭川市、函館市：10/1～
その他地域：10/22～ 受付開始

令和3年10月1日

● 秋の再拡大防止特別対策（10/1～10/31）
＜対象地域：全道域（期間：10/1～10/31）＞
・基本的な感染防止対策の徹底
・感染リスクを回避できない場合、札幌市との不要不急の往来を控える
＜重点地域：札幌市（期間：10/1～10/14）＞
・感染リスクを回避できない場合、不要不急の外出や移動を控える
・飲食店等に対し、時短（酒類提供19時30分、営業20時まで）等を要請
※第三者認証店については、酒類提供20時、営業時間21時まで可能

令和3年11月1日
● 「冬の感染拡大防止に向けて」（11/1～）

・特措法に基づく協力要請は終了（イベント除く）し、感染防止行動の呼びかけを実施



171

年月日 要請内容等

令和3年11月30日
● ｢年末年始における感染拡大防止に向けて｣(11/30～)

・年末年始における感染拡大を回避するために、基本的な感染防止行動の呼び掛けを実施

令和4年1月8日
● ｢冬期間における感染拡大防止に向けて｣ (1/8～1/26)

・国内におけるオミクロン株の感染の広がりを踏まえ、道内での感染拡大を回避するため、
基本的な感染防止行動の呼び掛けを実施

令和4年1月27日

● 北海道におけるまん延防止等重点措置 (1/27～3/21)
＜措置区域：全道域＞
・混雑している場所や感染リスクが高い場所への外出･移動を控える
・不要不急の都道府県間の移動は極力控える
・飲食店等に対し時短等を要請
(認証店) 営業5時から21時まで、酒類提供11時から20時まで、又は 営業5時から20時まで、

酒類提供しない
(非認証店) 営業5時から20時まで、酒類提供しない

令和4年3月22日
● ｢年度末、年度始めにおける再拡大防止対策｣ (3/22～4/17)

・人事異動、進学などによる人の入れ替えに伴う感染拡大を回避するため、基本的な感染
防止行動を実践

令和4年4月18日

● ｢春の感染拡大防止に向けた道民の皆様へのお願い｣ (4/18～)
・感染力が強いとされるBA.2系統への置き換わりが懸念される中、感染の急拡大を防いで
いくため、道民の皆様に特に３つの行動（普段から、飲食では、感染に不安を感じる時
は）のご協力をお願い。

・道民や来道者に対して、３つの行動やワクチンの３回目接種など、ゴールデンウィークに
実践いただきたい行動を呼び掛け(4/27～)

令和4年5月27日

● 感染拡大防止に向けた道民の皆様へのお願い（5/27～)
・３つの行動とワクチンの接種
・イベント開催についての要請
・マスク着用の注意点
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年月日 要請内容等

令和4年8月10日

● BA.5対策強化宣言である「夏の感染拡大防止パッケージ」(8/10～31)
・道が中心に取り組む「保健・医療提供機能の十分な発揮」と道民等が取り組む「感染防止

行動の徹底とワクチンの接種」、事業者等が取り組む「感染防止対策と社会経済活動の両
立」を呼びかけ

令和4年9月1日
● 「医療のひっ迫と感染の拡大を防ぐ取組」※BA.5対策強化宣言継続 (9/1～30)

・緊急避難措置としての全数届出の見直しを行わず、健康フォローアップセンターの機能や
体制の検討を行うなど、必要な対応を加速

令和4年10月1日

● 「全数届出の見直しに対応した取組の推進」(10/1～)
・自宅療養者へのサポートの強化など、道としての取組を推進。道民や事業者に、引き続き、

基本的な感染防止行動の実践とワクチン接種などを呼びかけ
・１０月中旬以降の来道者の増加を見越し、全数届出の見直し後の新たな療養支援について、

あらかじめ観光事業者等と認識を共有

令和4年11月18日

● 道民の皆様へのお願い（11/18～）
・基本的な感染対策の再底
・オミクロン株対応ワクチンについて速やかな接種を検討
・高齢者や基礎疾患を有する方と接する場合、検査を受ける

令和4年11月25日

● 道民の皆様へのお願い（11/25～）
・基本的な感染対策の再底
・オミクロン株対応ワクチンについて速やかな接種を検討
・事業者の方々へ業務家族計画の策定・点検

令和4年12月15日

● 「年末年始における感染拡大防止に向けて」（12/15～）
・感染リスクが高まる3つの場面における5つの行動について呼びかけ
・季節性インフルとの同時流行に備えた外来医療提供体制の整備や検査体制の確保、観光

事業者や観光客への感染防止対策について呼びかけ
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年月日 要請内容等

令和5年1月13日
● 「冬の感染拡大防止に向けた道民の皆様へのお願い」（1/13～）

・基本的な感染防止行動の徹底、特に冬のイベント参加時における一層の徹底
・日頃からの備えとワクチン接種の検討

令和5年2月10日
● マスク着用は個人の判断が基本となります（2/10～）

・受診時など、周囲の方に感染を広げないためにマスクを着用
・高齢者等は、ご自身を感染から守るためにマスク着用が効果的

令和5年3月13日
● 「道民の皆様へのお願い」（3/13～）

・年度末・年度始めにかけて、基本的な感染対策を含め、感染に不安を感じるときや症状が
あるときの行動について再確認を呼びかけ

令和5年4月21日
● ５類感染症に移行します（5/8～）

・移行後の基本的感染対策は個人や事業者の判断が基本
・症状があるときは、かかりつけ医または健康相談センターに相談



(１) 新北海道スタイル
国が示した｢新しい生活様式｣の北海道内での実践に向け、北海道に関わる全ての

方々の知恵を集め、取組を可視化し、道民の皆様と事業者の方々が連携しながら、
北海道全体で感染リスクを低減させ、事業継続やビジネスチャンス拡大に繋げてい
くための新しいライフスタイルやビジネススタイル。

感染拡大防止の取組を積極的に実施している事業所等を紹介。

■新北海道スタイル取組事例

■新北海道スタイル推進協議会
令和2年6月26日 設立 会員数：1,957

■新北海道ビジネスモデル
｢新北海道スタイル｣を導入しながら、様々なアイデアや

工夫によって新たなビジネスを実践している事業者･団体
の取組を紹介する事例集を発行。
⇒ＨＢＣテレビ｢北のビジネス最前線｣にて事例紹介

■新北海道スタイルアイデアコンテスト
道内の中高生や大学生等を対象に、感染症対策を効果

的･効率的に取り組むためのアイデアを募集。道内100校
から765件の応募があり、受賞アイデアを決定。 ※令和5年3月13日以降、｢マスクの着用｣は、個人の主体的

な選択を尊重し、個人の判断に委ねることを基本とする
ことに変更。■今後の対応

令和5年5月8日以降、基本的な感染対策は個人や事業者の判断に委ねられることから、取組は
5月7日で終了（新北海道スタイル推進協議会は5月8日付で廃止）。
今後は、これまで構築してきた企業等とのネットワークを活用して感染防止に資する情報等

の共有に取り組む。

■内容
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(1) 対 象 者 道内で飲食業の営業許可を受けている事業者

(2) 認 証 基 準 22項目

※国のマスク着用に関する方針の変更を踏まえ、令和5年3月13日か

ら｢食事中以外のマスク着用の推奨｣等に関する基準を削除

(3) 認証の流れ

(4) 認証のメリット

・店舗における感染拡大のリスク低減

・感染防止対策にしっかりと取り組んでいることをアピール

・道ホームページで広く公表し、キャンペーン等により認証店の利用を促進

・行動制限時の営業時間や酒類提供に係る制限緩和

■実 施 内 容

申 請 現地調査 認 証 事後調査

■認 証 状 況 認 証 件 数 認 証 率

札 幌 市 7,662件 71.9％

他 地 域 12,280件 63.5％

全 道 19,942件 66.5％

■制度運用開始 令和3年9月24日(令和5年3月20日に新規認証受付を終了)

■感染対策の実効性の確保 令和4年2月4日から、認証店の事後調査を開始
［実施件数］ 19,239件

(２) 飲食店の第三者認証制度

■今後の対応 国の基本的対処方針の廃止に伴い、令和5年5月7日をもって本制度は廃止。
今後は、新型コロナウイルス感染症の感染防止対策について、必要に応じて、

登録先メールアドレスへの情報提供を実施。

(3カ月経過後実施)

(令和5年3月31日現在)

(令和5年3月31日現在)

※対象飲食店(推計)
●全道3万店舗
・札 幌 約1.1万店舗
・他地域 約1.9万店舗

■目 的 飲食店の感染防止対策に必要な事項の取組状況を確認し、対策が実施されている場合に
認証する制度により、飲食店における感染防止対策の実効性を高める。
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１.趣 旨

３.実施内容

２.実施期間

利用対象者：道民

旅行割引額：最大50％(上限10,000円)

(１) どうみん割(R2実施)

令和2年7月1日～令和2年12月27日

新型コロナウイルス感染症の影響により落ち込んだ旅行需要の早期回復を図

る。

９．感染対策と経済活動の両立に向けた需要喚起

※ 11/27～12/27までは札幌市を除く

※ 10/20からは離島は最大60％、上限12,000円（りとうぷらす）

１.趣 旨

３.実施内容

２.実施期間

利用対象者：国民

旅行割引額：35％(上限14,000円、日帰り7,000円)

地域共通クーポン：15％（上限6,000円、日帰り3,000円）

(２) Go To トラベル

令和2年7月22日～令和2年12月27日

失われた旅行需要の回復や旅行中における地域の観光関連消費の喚起を図る

とともにウィズコロナの時代における「安全で安心な旅のスタイル」を普及・

定着させる。
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１.趣 旨

３.実施内容

２.実施期間

(３) 新しい旅のスタイル

令和3年4月2日～令和3年12月5日

感染防止対策を徹底した「新しい旅のスタイル」を構築し、その普及・定着

を図る。

※4/2～5/15までは札幌市を除き実施

※感染拡大に伴い、5/16～10/14までは事業全体を停止

※道内を６圏域に分け、利用者を同居者（または個人）に限定して開始

11/1から圏域設定解除、11/15から同居者要件を解除

４.利用条件 同意書及びアンケートの提出、黙食・黙浴など

５.感染対策 黙食・黙浴について注意喚起するポスター、チラシ等をレストラン・浴場

などに掲示すること、可能な限り部屋食または予約単位のテーブルでの食事

とすること等を遵守事項とし、履行確認のため、適時、参画施設に対する立

入検査を実施。

利用対象者：道民 ※11/14まで同居者または個人での利用のみ

旅行割引額：最大50％(上限10,000円 ※離島は上限12,000円)
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１.趣 旨

３.実施内容

２.実施期間

(４) どうみん割(R3-R4実施)

令和3年12月6日～令和4年10月10日

観光関連事業者を幅広く支援するため、感染防止対策の徹底を前提として、

宿泊旅行商品等を造成･販売する旅行会社や宿泊施設等に対し、支援金を交付

するとともに、クーポンを発行。

４.利用条件 規定回数のワクチン接種済または検査の陰性証明（R4.1.4から）

同意書の提出、黙食・黙浴など

５.感染対策 黙食・黙浴について注意喚起するポスター、チラシ等をレストラン・浴場

などに掲示すること、可能な限り部屋食または予約単位のテーブルでの食事

とすること等を遵守事項とし、履行確認のため、適時、参画施設に対する立

入検査を実施。

※ 1/22～3/21まではまん延防止等重点措置に伴い事業停止

※ 4/29～5/8までは対象外

利用対象者：道民＋東北各県民 ※ 国の制度改正に基づき、対象を順次拡大。

旅行割引額：最大50％(上限5,000円)

ほっかいどう応援クーポン：一律2,000円
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１.趣 旨

３.実施内容

２.実施期間

利用対象者：全都道府県民

旅行割引額：40％（20％）上限：交通付宿泊 8,000円（5,000円）

上記以外 5,000円（3,000円）

ほっかいどう応援クーポン ：平日 3,000円（2,000円）

休日 1,000円（1,000円）

(５) HOKKAIDO LOVE！割 (全国旅行支援)

令和4年10月11日～令和5年7月14日

観光関連事業者が厳しい状況にある中、感染防止対策の徹底を前提として、

宿泊旅行商品等を造成･販売する旅行会社や宿泊施設等に対し、支援金を交付

するとともに、クーポンを発行。

※（ ）は1/10以降

※ 宿泊は7/15チェックアウトまで

※ 12/28～1/9及び4/29～5/7利用分までは対象外

４.利用条件 規定回数のワクチン接種済または検査の陰性証明

※5月8日利用分以降は不要

５.感染対策 手指衛生や三密の回避など基本的な感染対策等を遵守事項とし、履行確認の

ため、適時、参画施設に対する立入検査を実施。

※3月13日以降、マスク着用は個人の判断を基本とすることに変更

※5月8日以降、基本的な感染対策等は利用者・事業者の判断に委ねること

に変更
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１.趣 旨

３.実施内容

２.実施期間

(６) ぐるっと北海道

令和2年7月～令和5年3月末(販売期間は令和5年2月末まで)

交通事業者が発行する割引乗車券等について、利用者の購入費用の一部を負

担することにより、活動自粛で失われた交通需要の喚起や道内周遊の促進を図

るとともに交通事業者による新北海道スタイルの推進を図る。

４補助対象 新型コロナウイルス感染症拡大防止対策に取り組む公共交通を担う交通事業者

（公営企業を除く）

５.販売された主な乗車券

※R2.12.28～R3.10.14及びR4.1.27～R4.3.21までは新規販売を休止

道内の交通事業者(鉄道、バス、タクシー、フェリー、航空)が販売する割

引乗車券等について、その割引相当額を補助。

補助率：一事業者単独の場合：30％以内

複数交通モード連携の場合：50％以内

鉄 道 ・ＪＲ北海道による全道6日間周遊パス
・道南いさりび鉄道による1日乗り放題パス 等

タクシー ・ハイヤー協会による割引クーポン

バ ス

・中央バスを含むバス事業者14社によるクーポン乗車券
・旭川電気軌道及び北都交通、沿岸バス、帯運観光、函館バス、

北海道バス、道南バスによる個別の回数券
・道北バス･旭川電気軌道･ふらのバスによる乗り放題パス 等

フェリー ・ハートランドフェリー、羽幌沿海フェリーによる往復割引券

航 空 ・ＪＡＬ、ＡＮＡ、ＨＡＣによる割引乗車券 183



１.趣 旨

４.販売･参加店舗数実績

２.実施期間

３.実施内容 発行総額：100億円

(販売額：8,000円(額面：10,000円)、プレミアム率：25％)

紙クーポン：100万冊

令和2年11月10日～令和4年5月10日
（販売期間は令和4年4月10日まで）

※R2.11.30～R3.8.18 販売停止

※R3.8.19～R3.10.14及びR4.1.27～R4.3.21 テイクアウト・デリバリーのみに限定

※R3.10.15～R3.10.31 店内利用は４人以内、２時間以内に制限

■販売状況：838,227冊 ■利用額：約83.1億円(約99.2％)

■参加店舗数：7,743店（令和4年5月10日時点）

感染予防対策に取り組みながら頑張っている飲食店及び

食材を供給する農林漁業者を応援する。

(７) Go To Eat
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(８) ほっかいどう認証店応援クーポン

１.趣 旨

５.販売･参加店舗数実績

２.販売期間

４.実施内容 発行総額：45億円

(販売額：4,000円(額面：5,000円)、プレミアム率：25％)

紙クーポン：70万冊、電子クーポン：20万冊

令和4年8月1日～令和4年12月9日
※ 電子クーポンは8/19から

３.利用期間 令和4年8月1日～令和5年 2月7日
※ 電子クーポンは8/19から

■販売状況：紙、電子ともに完売 ■利用額：44.6億円(99.2％)

■参加店舗数：7,777店

プレミアム付き食事券を発行し、外食需要を喚起することに

より、飲食事業者等の経営を支援。 ※ 第三者認証店が対象
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事業者：業種別ガイドラインなどの遵守

利用者：ワクチン接種歴または陰性の検査結果 など

１.趣 旨

３.実施内容

２.実施期間

(９) がんばろう！商店街

令和4年10月17日～令和4年11月7日（応募期間）

令和4年12月10日～令和5年1月31日（事業実施期間）

感染拡大防止対策を徹底しながら、商店街等が行う、イベント、オンライン活用事業等を支

援することにより、地域の事業者が活気を取り戻すことを後押しし、地域の活性化につなげる。

４.支援対象 全国の商店街等の組織（商店街振興組合、事業協同組合、商工会議所、商工会、まちづくり

会社、任意の商店街組織など）が行うイベント事業、新たな商材の開発事業、商店街プロモー

ション事業 ※地方公共団体との連携が必須条件

１者単独：最大440万円まで支援

２者連携：最大880万円まで支援

３者以上連携：最大1,155万円まで支援

１.趣 旨

３.実施内容

２.実施期間

(10) イベント割

令和4年10月11日～令和5年1月31日

コロナ禍で影響を受けているイベントの需要喚起のため、チケット代金の割引販売を支援

４.利用条件

チケット代金の割引（２割相当分、上限2,000円）

＜対象となるイベント例＞

演劇、音楽コンサート、芸能･演芸、スポーツ観戦、スポーツ参加、映画館、博物館、

展示会、遊園地など
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売上･利益等への影響の程度

新型コロナウイルス感染症の影響を受ける以前の平年同時期と比較した、本年1-3月

の売上･利益等影響は、全体では｢大きく減少した｣と｢多少減少した｣と併せて45.8％の

企業が｢減少した｣と回答(ピーク時のR2.4-6月期から20.7ポイント改善)

全 体

企業経営者意識調査(令和2年～令和5年)
～ 新型コロナウイルス感染症の拡大による影響について
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売上･利益等への影響の程度

新型コロナウイルス感染症の影響を受ける以前の平年同時期と比較した、本年1-3月

期における売上･利益等影響は、全体では｢大きく減少した｣と｢多少減少した｣と併せて

53.3％の企業が｢減少した｣と回答(最悪だったR2.4-6月期と比較して19.8ポイント改善)

企業経営者意識調査(令和2年～令和5年)
～ 新型コロナウイルス感染症の拡大による影響について
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10．事業者等への支援
(１) 中小企業総合振興資金
１.概 要 新型コロナウイルス感染症の影響を受けた道内の中小企業の方に必要

な資金を、金融機関を通じて低利でご利用いただける融資制度

２.融資制度 ■経営環境変化対応貸付【認定企業】(従来型)

■経営環境変化対応貸付【認定企業】(伴走支援型)

■企業体質強化貸付(資本性ローン協調)

■コロナ克服サポート貸付

３.資金使途 事業資金

４.融資金額 1億円以内～4億円以内 (制度毎に金額が異なる)

５.融資実績(億円未満：四捨五入)

※ 中小企業総合振興資金全体の実績

６.ゼロゼロ融資(R2.5～R3.5実施)の返済開始時期等

合計

令和2年度 1兆1,345億円

令和3年度 1,334億円

令和4年度 706億円

・道制度融資の貸出要件を緩和

し、借換の利用を促進

・金融機関等に対する返済条件

変更への柔軟な対応を要請

・専門家派遣や伴走型の経営相

談の実施

■返済開始時期(R5.3時点） ■道の対応
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１.趣 旨 新型コロナウイルス感染症により影響を受けている道内中小･小規模企業に

対し、ポストコロナに向けた事業再構築等の経営課題に応じた専門家を派遣

し、事業活動の維持･継続を支援

２.実施内容 ■中小企業診断士等の専門家を派遣し、販路拡大･事業再構築、補助金等

各種支援施策の活用、融資の返済計画策定、資金調達、事業承継等に係る

助言･指導を実施

■専門家の派遣を受けた事業者の取組事例をＨＰで公開し、道内中小･小規

模企業へ効果を波及

■実績

４.事 例

３.実施期間 令和4年4月4日から令和5年3月10日まで

■取組概要 すすきのでバーを営む事業者が、コロナ禍による顧客の生活

様式の変化に対応するため、新たに定山渓温泉でテイクアウト

を主体としたスイーツ事業に挑戦。

■指導内容 事業計画のブラッシュアップと併せて道補助金の申請を支援
し採択されたほか、資金確保のため市補助金の申請と公庫融資
の手続きを両輪で進めるよう指導。

(２) 中小･小規模企業経営安定化対策専門家派遣事業

相談社数 派遣回数(延べ)

令和2年度 805社 1,305回

令和3年度 942社 1,553回

令和4年度 1,136社 1,773回
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１.趣 旨 感染症や災害の発生時においても事業活動への被害を最小限に抑

え、迅速な事業の再開を目指すため、道内中小･小規模企業のＢＣＰ策

定を促進

２.実施内容 ■｢ＢＣＰ策定支援セミナー｣の開催

道内中小企業等を対象とした、ＢＣＰの概要･策定のポイントなどに

関するセミナーを開催

・令和3年度 オンラインセミナー：5回実施、動画配信：2種

・令和4年度 オンラインセミナー：3回実施

■｢ＢＣＰ策定の手引き｣の活用

冊子の配布や道ＨＰへの掲載を通じ、策定のポイントや事例を周知

■関係団体を通じた周知

ＢＣＰの点検･策定など事業継続への取組に関する事業者等への周知

について、関係団体に対して依頼

(３) ＢＣＰ(事業継続計画)策定の促進 ※非予算事業
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(４) 道産食品の消費喚起事業

１.趣 旨 コロナ禍の長期化や原材料高騰の影響を受ける事業者を支援するため、道

産食品の消費喚起や販路確保に取り組む

２.主 な
実施内容

■ 北海道どさんこプラザ各店や｢北海道の物産と観光展｣会場、道内百貨店で

使えるプレミアム付商品券を発行
(一冊あたり額面7,000円、販売価格5,000円(プレミアム2,000円))

■ 通販サイト等で道産品を3割引で販売

■ 道外のスーパー等小売店に道産食品特設コーナーを設置

■ 通販カタログで道産食品を販売(R3.5媒体、R4.6媒体)

■ 道外の百貨店等で振興局主導の地域フェアを開催(R4のみ)

４.販売実績

※R4年度は1月末現在

施 策
実 施 規 模 売 上 実 績

令和3年度 令和4年度 令和3年度 令和4年度

(1)商品券 140,850冊 171,000冊 9億7,511万円 11億9,700万円

(2)通販割引販売 26媒体 24媒体 7億8,622万円 7億7,122万円

(3)小売店 1,345店舗 912店舗 9億4,800万円 11億6,546万円

(4)通販カタログ 5媒体 6媒体 1,800万円 4,379万円

３.実施期間 令和3年度(令和3年5月～令和4年3月)

令和4年度(令和4年5月～令和5年3月)

194



(５) 北海道 異業種チャレンジ奨励事業
「今こそジョブチャレ北海道」

１.趣 旨 新型コロナウイルス感染症の影響による離職者が、北海道内の人

手不足が深刻な対象業種に異業種から就職した場合、就職者に奨励

金を支給することにより、早期就職を促進するとともに、対象業種

の人材確保を支援する。

２.支給要件 (1)コロナ禍による離職者であること
(2)北海道内で対象業種に属する事業を行う事業所に令和4年4月1日から令和4年11

月30日までに、正社員等として雇用され、3ヶ月以上勤務した者であること
(3)当該事業所に正社員等として雇用された日前1年間において、対象業種とは別の

業種に属する事業で就業していた者であること 等

４.受付期間 令和4年4月1日から令和4年12月30日まで

３.対象業種 社会保険･社会福祉･介護事業、道路貨物運送業、飲食店 他

５.奨 励 金 10万円＋転居費用(実費上限20万円)

６.実 績 就職者117名(うち、転居を伴った者20名)
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新型コロナウイルス感染症の影響により、離職を余儀なくされた方々に対し、
ジョブカフェ･ジョブサロンにおいて、きめ細かなキャリアカウンセリング等を
実施し、再就職を支援する。

(１)ジョブカフェ

(２)ジョブサロン

※北海道就業支援センター事業全体の実績

１.趣 旨

２.実 績

令和2年度 令和3年度 令和4年度

カウンセリング件数 8,201 11,531 11,827

就 職 者 数 5,311 6,684 6,371

令和2年度 令和3年度 令和4年度

カウンセリング件数 2,104 3,132 3,244

就 職 者 数 498 765 778

(６) 【再就職支援】 ジョブカフェ・ジョブサロン
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新型コロナウイルス感染症の影響を受けた中小企業等の経営や金融等の相談に
ワンストップで対応するため、本庁･各(総合)振興局に総合相談窓口を開設。

新型コロナウイルス感染症対策支援総合相談窓口

令和2年度 令和3年度 令和4年度

金融関連相談 935件 466件 727件

経営関連相談 4,421件 2,947件 1,025件

創業関連相談 107件 137件 155件

合 計 5,463件 3,550件 1,907件

うちコロナ関連 4,417件 1,802件 82件

新型コロナウイルス感染症の影響による人手不足への緊急的な対応として、｢北海道
短期おしごと情報サイト｣を開設し、一次産業や流通業など人手不足にある企業等と、
一時帰休などの状況にあって短期的に働きたい希望を持つ方々などを繋げることによ
り、生産維持･事業継続をサポート。
令和4年度は、114社119名の求人情報を掲載した。

(７) 北海道短期おしごと情報サイト

(８) ワンストップ窓口
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(９) 道内事業者等事業継続緊急支援金

１.概 要 コロナによる売上減少に加え、原材料価格高騰の影響を受けている

法人に10万円、個人に5万円の支援金を給付

４.給付件数 41,815件

１.概 要 コロナによる売上減少に加え、エネルギー価格高騰の影響を受けてい

る法人に10万円、個人に5万円の支援金を給付

２.給付要件 (1) 売上要件：直近の売上がコロナ前と比べて2割以上減少

(2) エネルギーコスト要件：直近のエネルギー料金が1年前と比べて

増加

３.受付期間 令和5年1月19日～4月30日

【原材料価格高騰分】

【エネルギー価格高騰分】

２.給付要件 (1) 売上要件：直近の売上がコロナ前と比べて2割以上減少

(2) 原材料コスト要件：直近の原材料価格が1年前と比べて増加

３.受付期間 令和4年7月27日～12月23日

４.給付件数 54,757件(6/11現在)
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令和元年度※2 令和2年度※3 令和3年度
令和4年度

(9月末まで)
特例貸付
合 計

件 数
※1

146 71,393 60,691 9,215 141,299

貸付金額
(千円)※1

12,956 23,414,516 24,428,000 3,317,034 51,159,550

(１) 生活福祉資金特例貸付の貸付状況

長期化する新型コロナウイルス感染症の影響により、収入が減少した方々などを対
象とした生活福祉資金の特例措置に対して、これまで600億円を超える予算を措置し
ており、貸付実績では、約141,000件、約511億円となっている。

なお、特例貸付の申請受付については令和4年9月末で終了し、令和5年1月から、
償還が免除される世帯を除き、順次償還が開始されている。

■新型コロナウイルス感染症の拡大前の令和元年度からの推移

※1 緊急小口資金、総合支援資金(初回貸付分･延長貸付分･再貸付分)を合計した件数及び貸付金額。
※2 令和元年度は特例貸付実施前の本則運用分。

※3 令和2年度は、特例貸付が開始された令和2年3月25日から令和3年3月末までの数。

11．生活に困窮される方々への支援
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生活困窮者自立支援法に基づき、福祉事務所を設置する自治体の自立相談支援機関におい
て、生活に困窮される方々からの様々な相談に対応している。

※( )内の数字は、1ヶ月あたりの平均(小数点第一位を四捨五入)

(２) 生活困窮者自立支援事業の実施状況

令和元年度 令和2年度 令和3年度
令和4年度

(令和5年1月現在)

新規相談件数
(全道)

8,849件
(737件※)

26,064件
(2,172件※)

27,135件
(2,261件※)

15,243件
(1,524件※)

新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえ、昨年の4月20日から、「休業等に伴い収入が減
少し、住居を失うおそれがある世帯」に対しても、家賃相当額を給付してきており、感染
症拡大前の令和元年度と比較して令和2年度以降は高い水準で推移している。

令和元年度 令和2年度 令和3年度
令和4年度

(令和5年1月現在)

新規支給
決定世帯数

96件
(8件※)

2,718件
(227件※)

1,205件
(100件※)

716件
(60件※)

支 給 額
(千円)

9,615 462,068 370,627 196,430

(新型コロナウイルス感染症の拡大前と拡大後の比較)

■住居確保給付金の支給状況

■自立相談支援事業の相談件数

(新型コロナウイルス感染症の拡大前と拡大後の状況)

※( )内の数字は、1ヶ月あたりの平均(小数点第一位を四捨五入)
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(３) 生活保護の申請状況

■全道の保護申請件数

令和4年度は16,472件 ※令和3年度の15,351件に比べ、1,121件増加

■全国と全道の申請状況

生活保護申請件数は、令和4年度は前年比で増加している。

全国も同様の傾向だが、厚生労働省は未だコロナ禍から抜け出したと言える状況ではなく、

今後も物価高が生活困窮者に与える影響などを注視していく必要があるとしている。

令和2年度 令和3年度 令和4年度

全道保護申請件数 15,372件 15,351件 16,472件
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(4)ひとり親世帯への支援

○ 令和２年度から、新型コロナウイルス感染症の影響を受けている低所得のひとり親世帯
を支援するため、ひとり親世帯臨時特別給付金（令和３年度からは低所得の子育て世帯
に対する子育て世帯生活支援特別給付金）を支給している。
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令和２年度 令和３年度

区分 世帯数 支給総額（千円） 世帯数 支給総額(千円）

対象者① 50,686 3,322,580 24,034 1,816,000

対象者② 1,989 126,360 649 48,100

対象者③ 2,563 170,510 913 74,000

＜北海道及び道内各市の支給実績＞※政令市・中核市を除く

※令和２年度は、対象者①～③に対して追加給付を実施したため、世帯数及び支給総額が増

※世帯数については延べ数

＜支給対象者＞
① 児童扶養手当の支給を受けている者
② 公的年金等を受給していることにより、上記手当の支給を受けていないが、収入が
支給制限限度額を下回っている者
③ 上記手当は受給していないが、新型コロナウイルス感染症の影響を受けて家計が
急変し、その収入が児童扶養手当受給者と同じ水準となっている者


